
























が， BMI(r=-0. 322, pく0.05) , C-peptide reactivity (CPR) (r＝一0.568, 
pく0.0001), c-peptide index (CPI) (r=-0. 533, pく0.0005）との聞に強い負
の相関を認めた.BMIおよびCPIを独立変数，ベースラインと 12週後の
HbAlcの変化量を従属変数として重回帰分析を行った結果， CPIが有意な
説明変数で、あった．シタグリプチン併用後に重症低血糖は l例も認めず，
併用前後で、体重の変化を認めなかった．結論：インスリン治療中の2型糖
尿病患者におけるシタグリプチン併用は有用であり，有効性の予知因子と
してインスリン分泌能を示すCPIが重要である．
